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獅
子
舞
も
あ
り
ま
し
た

九
回
目
を
迎
え
た

「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー

ニ
バ
ル
」

が
、
九
月
十

二
日
、
重
信
川
緑
地
公

園
グ
ラ
ン
ド
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
、

約
五
千
人
の
人
出
と
な

っ
た
会
場
で
は
、
か
ぼ

ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
、
シ

ン
デ
レ
ラ
コ

ン

テ
ス
ト

の
ほ
か
、
野
菜
や
も
ち

麦
う
ど
ん
の
即
売
も
あ

り
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま

し
た

。
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ミス・準ミスシンデレラの三人

左から
準ミス 松下真理子さん
ミス・シンデレラ

エミリー・フェルトさん
準ミス 菅野篤美さん

全部で351個の
どてかぼちゃが

集まりました

終
わ
っ
た
ぜ
/

ス
守
ヴ
つ
一
同

ご
く
ろ
う
ウ
ま

どTかぼちゃ
コc，テスト

町
長
賞山

本
さ
ん
(
玉
川
町
)

ひ
め
ぎ
ん
さ
ん

、

あ
り
が
と
う

主催の重信町農業後継者協議会に
愛媛銀行から地域振興資金として 100万円をいただきました。

「
;
;・
!

4
;

・

4

‘

4

・

4
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;

J

一第
九
回
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ

…

一

カ
ー
ニ
バ
ル
受
賞
者
名
簿…

一大
会
長
賞

…

一

福
山

フ
サ

エ

野
村

町
九

八
・

五
同

一

一
重
信
町
長
賞

一

一

山
本
光

利

玉

川
町
九

五
均

一

一
愛
媛
県
議
会
議
員
賞

一

一

三
好
武
志

北

条
市
八
六
同



一
重
信
町
議
会
議
長
賞

一

一

山
本
俊

子
玉

川
町

八
五
・

五
比

一

一
重
信
町
農
協
組
合
長
賞

一

井
関
英

子

野

村
町

八
0
・

五
同

一

一
重
信
町
森
林
組
合
長
賞

一

一

井
関
英

子

野

村
町

七
四

・
五
均

一

一
努
力
賞

一

…

大
野
惣

一

広
見

町

七
四
同

…

一
来
年
か
ら
ガ
ン
バ
ル
で
賞

一

一

山
本
正
玉

川
町

七
三
比

一

一
重
信
郵
便
局
長
賞

一

一

上
林
保
育
所
重
信

町

二
八
同

一

一
松
山
中
央
農
業
改
良
普
及
所
長
賞

一

一

明
神
小
学
校

久
万

町

七
二
均

一

叫
重
信
町
商
工
会
長
賞

や

一

大
野
文
子
広
見

川

七
一
・

五
均

一

一
べ
つ
ぴ
ん
賞

一

一

中
川

茂
雪

双
海

町

五
四
均

一

一
そ
っ
く
り
賞

一

水
谷

美
鶴

吉

田

町

一
五
比

一

一
そ
っ
く
り
賞

一

一

水
田
直
弘
重
信

町

三
五
同

一

一
相
原
芳
愛
賞

…

一

村
上
弥
七
伯
方

町
七

一
同

+

一
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
で
賞

一

一

大
谷
学・
大
谷
和
良

和
歌
山
県
三

・

五
比

一

一
小
さ
な
か
ぼ
ち
ゃ
も
数
出
せ
ば
当
た
る
で
賞

一

一

山
内
祐
太

重
信

町

七
個

一

+
「
，
‘
。
‘
4
4・4
・
4
‘
+
‘4
、
+
‘
0
・
4
・
4
‘
4
‘.4
・
・4‘
4
‘.4
・4
‘
A，
‘.4
」
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前夜祭

11 SARA 
月
12 

手口太鼓&ロ ッ クコンサート

告日白 (閉
21 :00 

開会式セレモニー 音楽祭 講演 持一一一一芸能発表会(舞踊・子供ダン ス)

11 軍媛中吹奏楽部 重信少年少女合唱団 t主持団E おサルの学校 1
月 愛 の太鼓 重信コーラス 村崎修二

13 モダンダンス 南金管バンド
大正琴 北小コーラス古11

日 童話iの会

出 石丸通幸

20 ・ 0019:00 18 : 0日17:00 16:00 15:00 14:00 13:00 12:00 30 11 :00 20 10:00 30 9:00 

13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19 ・ 00 20 ・ 00 21:00 

; 軍1固重信町師づ(り推進大会:~一芸能発表会一→時一一一一芸能発表会(歌話)一一一一→
: ご "1 (目今世1J詩舞)
・ 講演会 : 

: 講師女優中野良子 :
: 演題「心と健康とそして :

国際交i荒川

000 11:00 12:00 

与一一一芸能発表会(民訴) ー----7:

9:00 

日
月
川
日
目

文芸部門
0俳句 ・ 短歌 ・川柳大会

囲碁将棋部門
コ ーナーを設けております。

※その他バザーも予定しておりま

すので、お気軽にお越し下さい。

芸能部門
0前夜祭

0芸能発表会舞踊 ・ 子供ダンス ・

民訴 ・ H今剣詩舞 ・ 歌謡

o 子i~~II~画祭

展示部門
o美術展 油彩 ・ 水彩 ・ 俳画 ・ 水盤

画 ・ 書道 ・ ぺ ン習字 ・ 写真 ・ 菊

0 児童生徒作品展 絵画 ・ 工作 ・ 書

道

0華道 o国民年金パネル展

。米消費拡大 PR展

内容

13日講演

猿舞座おサノレの学校
村崎修二

11 :30-

町民会館大ホール

無料

食べ物を持ち込まない

ようお願いします。

場所

入場料

注意事項

18:00-

和太鼓8ロックコンサート

・町内外の太鼓の競演

・ロックバンドのステージ

前夜祭12日

それぞれのグループが一堂に会します。

お楽しみに。

[猿舞座]

山口県玖珂郡周東IIIJに本拠を置く猿まわしの一座。 「半芸半学」 を

楳梯し、現在4組の猿まわしが活動中。

人間と猿との交流の歴史、ひいては動物教育文化、また大道芸の

歩みと形態などの研究を通じて、現代における猿まわしの新しい在

り方を模索している 。

e4
，
‘
，A
'
・
4

・
4

‘
4

‘

4

・

4

・

+

・

4

‘

4

‘

，‘

‘

A
，

J

…
予
供
問
芸
教
室

一

一
文
化
協
会
陶
芸
教室
で
は
、
町

一

一
内
小
学
校
五
・
六
年
生
を
対
象
に

一

…陶
芸
教
室
(
三
回
)
を
聞
き
ま
す。

…

一
希
望
の
あ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

一

一
所
・
氏
名

・
保
護
者
名
・
電
話
番

…

一
号
を
記
入
し
十
月

二
十
九
日
働
ま

一

一
で
に
町
民
会
館
文
化
協
会
事
務
同

一

一
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

(三
日

一

一
問
、
出
席
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

)

一

…・
日
時

ご
日
目
)
十

一
月
十

…

，

一

四
日
間
午
後

一
時
l

五
時
(
二

一

…
日
目
)
十
一
月

二
十
七
日
出
午

…

一

後
二
時
i

五
時
(
三
日
目
)
十
二

一

一

月
六
日
間
午
前
九
時
1

午
後
五

一

一
時
(
作
品
の
引
き
取
り
)

一

一
・

場
所

町
民
会
館
三
階

一

一

工
作
室

一

一
・

募
集
定
員

二
十
名
定

員
を

一

一

超
え
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
し

一

…
ま
す

。

…

一
・

講
師

佐
伯
紀
久
子
さ
ん
外

一

一

陶
芸
教
室
有
志

。

和

一
・

参
加
費

(
材
料
費
)
五O
O
円

一

一
・
持
参
ロ
聞
こ
日
目
)
竹
グ
シ

・

一

一
へ
ラ
・
タ
オ
ル
(
一
一日
目
)
色
村

…

一

用
筆

・

タ
オ
ル

一

一
・
内
容

(
一
日
目
)
川
粘土
を

一

一

ひ
も
状
に
細
長
く
す
る

。

ω
形

一

一

を
作
る

。

ω
模
様
を
入
れ
た
り
、

一

…
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
よ
乾
燥
さ
せ

一

一

て
、
素
焼
き
を
す
る
。

)

一

一

(二
日
目

)ω
絵
具
で
下
絵
を
書

一

…
く

。

ω
ゅ
う
薬
品
を
か
け
る。
(
本
…

一
焼
き
を
す
る
。

)
(三
日
目
)
作
品

一

一

を
取
り
に
く
る

。

一

「
;
;
;
;
;
;

・ー
!
4・41
」
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f-…一州，'..... ， . 111 '. .... ， ."1'. ..... ， . '11' . 重信町健康づくり雄進大会・記念講演一一一…ψ一一寸

d議誼臥 ・講師中野良子 i 

j F噛s ・演題「崎一問
掴宮 司圃圃・也、 ・ 日時 平成5年11月 14 日 (日)

ム

講師プロフィール

開場 12 : 40 ez
g
r4

き

4

4
z一
三
7
4

主主-会場

開演 13 : 00 

重信町民会館大ホール

-聴講料 無料ですが、「入場整理券」が必

要です。役場・町民課、町3民会館

にて配布します。

重信町 ・重信町国民健康保険-主催
4

4
￥

A
?

手

A
!

干

4

ーさ
-
T4

4
z
z-74

号

A
?

芸
+

主

4

-

4

白一
三-74
-

一
三
官
-
4

清純と奔放をミックスしたユニークなキャラクターで印象づける女優。愛知県生まれ。 1970年、

大映演技研究所にて演技を修得。翌年、映画 「二人だけの朝J (東宝)にてデビュー。 同年、 NHK連

続テレビ時代劇 「天下御免」 に出演、 一躍人気スタ ー となる 。 1979年、 映画「君よ憤怒の河を渡れ」

「お H今きま」の映画が中国で上映されて話題を 11乎ぴ、中国でも人気女優となり、中国で開催された

第l回日本映画祭に代表団の一員 として出席。以来、度々訪中、 1984年の首相訪中の際には、ゲスト

としてキャスタ ーに起用される等、日中文化交流の柱として活躍。現在、俳優活動と共に、 WILL国

際文化交流センタ一代表として、国際化、国際交流、自然環境等をテーマに日本各地で講演するな

ど活躍の場を広げている 。

-• 4 
主_.- 恥 噌... -骨+柳+ゆ+ゆ+ゆ+叫作+抽+吋蜘+叶酔.... ，.' 11'. ......ψ.... .，II~ ..... .Ul. ....... ." 酔 .... ""い+吋，，-岬+叫作.... .~II~ .... 榊 ....... . 011' ._ 心炉+ 川作...... . .1酔辛叶砂+叶作+州蜘+叶俳+伊+咽.11. ......叫酔宇酬_，~ø・ ...... ...，1>' ...... 伊+叫炉司...""言

第1固塩ケ森一日霊山 一\
f気錫J

.期 日 11 月 3 日(柄小雨決行 ~ 

.コース 重信町民会館か ら塩ヶ森山項までの往復

(徒歩約10キロ)

・主 催 重信町教育委員会・中央公民館

.集合場所 重信町民会館

.受付時間 午前8時30分

・出発時間 午前911寺

.対象者小学生以上の町内居住者

(ただし、小学生は保護者同伴)

・参加料 無料

.募集人員 定員100名

※ 定員になり しだい締め切ります0

.申込先 重信町教育委員会社会教育課

(電話申込可~64- 1500)

・持参品等 弁当=昼食分、服装=軽装、雨具、

タオルなど

読書感想文募集.F
- 主 催 重信町教育委員会

・応募資格 町内在住の小・中・高校生及び一般

・ 応募用紙等 400字詰原稿用紙5枚以内、 1人1点とする 。

・ 提出期限 平成5年10月 22 日 (金)まで

・提出先 重信町立図書館

(小・中学生は学校でまとめて提出する 。 )

・ 入 選小学生の部入選8点佳作10点

中学生の部入選3点佳作4点

高校生の部入選3点佳作4点

一 般の部入選2点佳作若干

審査は選考委員が行い、入選作品は重信町文化祭

に発表し、記念品を贈る 。

(10月の図書館休館日〕

4 日・ 10 日 ・ 11 日・ 17 日 ・ 1 8 日 ・ 25EI . 3 1 日

〔今月の標語〕

他の場合においてと同様、 読書にも勇気が必要で、あ

る。ひとはまず始めなければならない。 (三木清)
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税
務
だ
よ
り

お
気
軽
に
税
金
相
談

「

パ
ー

ト
収
入
が
い
く
ら
ま
で
な

ら
税
金
が
か
か
ら
な
い
の
?

」
「青

色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
は
?
」

「

親
か

ら
住
宅
資
金
を
援
助
し
て
も
ら
っ

た
ん
だ
が
」

等
々
、
税
金
に
関
し

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
と
き
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
紹
介
し

ま
す

。

【税
務
相
談
室
】

一
税
務
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ

支
」
い

税
務
相
談
室
は
、
税
金
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
に
お
答
え

す
る
窓
口
で
、
国
税
局
、
国
税
事

務
所
を
は
じ
め
、
全
国
の
主
要
都

市
の
税
務
署
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。お

近
く
の
税
務
相
談
室
(宮
四
六

l

四
五
八
九
)
を
お
気
軽
に
ご

利

用
く
だ
さ
い
。

二
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す

。

税
務
相
談
室
で
の
相
談
方
法
に

は
、
面
接
相
談
と
電
話
相
談
の
二

通
り
が
あ
り
ま
す
が
、
電
話
相
談

は
手
軽
な
の
で
、
忙
し
い
方
や
遠

方
の
方
に
も
た
い
へ
ん
便
利
で
す

0

・

税
務
相
談
室
の
上
手
な
利
用
方

法

付
相
談
内
容
を
整
理
し
て

相
談
し
た
い
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
整
理
し
て
お
い
て
、
相

談
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
。

口
事
実
関
係
の
説
明
は
正
確
に

相
談
内
容
の
事
実
関
係
が
実

態
と
違
っ
て
い
る
と
、
全
く

別
な
答
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
実
関
係
の
説
明
は

正
し
く
。

日
複
雑
な
相
談
は
面
接
で

簡
単
な
相
談
は
な
る
べ
く
電

話
で
。

で
も
、
取
引
内
容
や

事
実
関
係
の
複
雑
な
問
題
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
税
務

相
談
室
へ
直
接
お
い
で
い
た

だ
い
た
方
が
安
心
で
す
。

同
ピ
ー

ク
の
時
間
帯
を
避
け
て

税
務
相
談
室
の
ご
利
用
は
、

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
と
午

後
二
時
が
ら
三
時
の
間
が
ピ

ー

ク
。
こ
の
時
間
帯
を
避
け

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
を

。

伺
確
定
申
告
期
の
相
談
は
お
早

め
に

毎
年
二
月
、
三
月
は
通
常
の

月
の
数
倍
の
相
談
件
数
が
あ

り
、
大
変
混
雑
し
ま
す

。

で

き
る
だ
け
こ
の
時
期
を
避
け

て
、
相
談
は
お
早
め
に

。

{
日
本
税
務
協
会
】

例
日
本
税
務
協
会
は
、
国
の
委

託
を
受
け
て
、
税
理
士
で
あ
る
指

導
員
が
小
企
業
者
の
記
帳
等
に
関

す
る
相
談
、
税
知
識
の
普
及
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
頼
れ
る
相
談

相
手
で
す
。

全
国
に
六
十
七
か
所
の
常
設
相

談
所
が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す

。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

悶
日
本
税
務
協
会
常
設
相
談
所

松
山
支
所
宮
三
三
|

二
八
二
ハ

{
税
金
電
話
相
談
(
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
l
)】

。
電
話
で
の
税
金
の
相
談
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
お
答
え
し
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

l

は
、
電
話

で
の
相
談
に
コ

ン
ピ
ュ

ー

タ
が
自

動
的
に
回
答
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

身
近
な
税
金
の
問
題
な
ど
現
在
の

収
録
項
目
は
約
五
百

。

解
説
の
テ
ー
マ
と
そ
の
コ
l

ド

番
号
は

「

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l

コ

ー
ド

表
」
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す

。

コ
ー

ド
表
は
税
務
署
や

役
場
税
務
課
の
窓
口
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い

。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

l

の
ご
利
用

方
法
は
た
い
へ
ん
簡
単
。
お
聞
き

に
な
り
た
い

コ
l

ド

番
号
が
見
つ

か
っ

た
ら
、
電
話
で
あ
な
た
の
お

近
く
の
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
を
呼

び
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
は
コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
が
ご
案
内
し
ま
す

。

ご
利
用
件
数
の
多
い

コ
ー

ド
番

号
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い

。

タ

ッ
ク
ス

ア
ン
サ
l

電
話
番
号

宮
二
一
ー

七
七
九
九

ご利用件数の多いコード番号

Ii頃{立 コード 区分 コ ド名

151 所得税 ノfート収入はいくらまでなら税金がかからないか

2 152 所得税 妻の所得がいくらまでなら配偶者投除が受けられるか

3 141 所得税 医療費と所得控除

4 142 所得税 医療費控除の対象となる医療費

5 160 所得税 住宅取得等特別控除を受けるための手続

6 305 源泉 ノfート やアルバイ ト の源泉徴収

7 439 所得税 配偶者特別控除

8 437 所得税 扶養控除

9 132 所得税 マイホームの取得や増改築な どをしたとき

10 155 所得税 住宅取得等特別控除のあらまし

…国
民
年
金
制
度

…

一

推
進
月
間

…

一

十
月
及
び
十

一
月
は

、

「
国
民
年

一

一
金
制
度
推
進
月
間

」
で
す
。

一

一
す
べ
て
の
国
民
に
共通
の
「基

一

一
礎
年
金
」
の
支
給
を
行
い
、
公
的

一

…年
金
制
度
の
土
ム
口
に
な
っ
て
い
る

…

一
の
が
、
国
民
年
金
制
度
で
す

。

一

一

国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
り
社
会

一

一的
な
世
代
間
扶
養
を
実
現
す
る
も

…

一
の
で
す

。

老
後
の
所
得
保
陣
を
行

一

一
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
陣

一

一
害
ま
た
は
死
亡
に
よ
り
所
得

の
娘

一

一
失
の
あ
っ
た
若
年
層
・
中

高
年
層

一

…に
も
年
金
を
支
給
し
安
定

し
た

…

一
生
活
の
維
持
を
側
面
か
ら
支
援
し

一

…
ま
す

。

…

一

ま
た
、

納
め
ら

れ
た
保
険
料
は

一

一
将
来
の
年
金
支
払
の
資

金
だ
け
で

一

…な
く
、
病
院
・
簡易
水
道
・
コミ
処

…

一
辺
施
設
等
の
建
設
資
金
と
し
て

融

一

…資
さ
れ
、
意
僚
の
日
常
生
活
の
向

…

一
上
の
た
め
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

一

今
や
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

一

…で
な
く
、
国
民
生
活
の
多
方
面
に

…

一
密
着
し
た
国
民

年
金
制
度
。

月
間

一

…中
、
皆
織
の
お
住
ま
い
の
街
角
で

…

一
『

国
民
年
金
』

の
文
字
を
見
か

け

一

一
た
ら
、

ご
家
族
で

、

お
友
達
同
士

一

…で
国
民
年
金
に
つ
い
て
語
り
合
つ

…

一
て
く
だ
さ
い
。

一

…
国
民
ま
且
に
つ
い
て

の
お
問
い

一

一
合
わ
せ
は
、
役
場
町

民
謀
の
国
民

一

一
年
金
係
、
ま
た
は
、
松
山
東
社
会

一

…
保
険
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

一

…
ぃ
。

←



掴
祉
だ
よ
り

福
祉
入
門
教
室

介
護
者
の
心
を
学
ぶ

八
月
二
十
五
日
、
町
民
会
館
で
、

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

者
、

在
宅
介
護
者
等
約
八
十
名
が
集
い
、

福
祉
入
門
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ガ
リ
ラ

ヤ
荘
施
設
長
の
藤
田

基
先
生
に
よ

り

『

介
護
の
支
援
に

つ
い
て
』
と

題
す
る
講
演
が
あ
り
、
続
い
て
、

同
氏
を
中

心
に
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
主

任
福
祉
相
談
員
や
保
健
婦
・

理
学

療
法
士
に
よ
る

「
介
護
」
に

つ
い

て
の
フ
リ

l

ト

ー

ク
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
理
学
療
法
士
に
よ
る

リ
ハ
ビ
リ

コ
ー

ナ
ー

や
福
祉
機
器

展
示
コ

ー
ナ
ー

も

併
設
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
、
「
機器
に
も
直
接
さ

わ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
。
」

と
非
常
に
好
評
で
し
た

。

1 7 ・7ιけあぶ

老
人
日
常
生
活
用
異

レ
ン
タ
ル
し
ま
す

こ
の
事
業
は

、

寝
た
き
り
老
人

等
に
対
し
て
日
常

生
活
用
具
を
レ

ン
タ
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介

護

の
支
援
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で

す
。

対
象
者

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の

寝
た
き
り
老

人
等

介
護
ベ
ッ
ド

エ
ア
l

マ
ッ
ト

車
椅
子

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

利
用
世
帯
の
課

税
額
に

応
じ
て
月
額
負
担
が
必

要
で
す

。

生
活
保
護
又

は
非
課
税
世
帯
は
無
料

で
す

。

申
込
先
・
問
合
せ
先

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

宮
六
四
ー

一
五
九
七

ロ
ロロ

目

費

用

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
し
ま
す

町
で
は
、
寝
た
き
り
老

人
や
脳

卒
中
等
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
方
を
対
象
に
理

学
療
法
士
が
、
自
宅
を
訪
問
し
、

リ

ハ
ビ
リ
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す

。

ご
希
望
の
方
は
福
祉
課
ま
で

ご
連

絡
下
さ
い

。

日対
時象

無一九毎町
料時時週内

I I 火 在
十十 ・ 住
六二木の
時時曜方
木火日
曜日程
日日

料
金

共
同
募
金
に
ご
協
力
を

み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
、

あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
、
今
年
も

十
月

一
日

か
ら
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

共
同
募
金
に
よ
り
、
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、
地
域

福
祉
活
動

の
発
展
や
、
社
会
福

祉

施
設
の
充
実
に
大
切
に
使
わ
れ
て

い
ま
す

。

戸
別
募
金
に
つ
い
て
も
、
ご

協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。
募
金
期
間

は
、
平
成
五
年
十
月
中
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

重
信
町
共
同

募
金
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ

宮
六
回
ー

一
五
九
七

10月の納税
町県民税第3期

国民健康保険税第4期

納税期限11 月 1 日 (月)

…犬
の
危
害
防
広
対
策

…

…

推
進
月
間

…

一
十
月
は
、
犬
の
危害
防
止
対
策
推

一

一進
月
間
で
す

。

飼
い
犬
に
つ
い
て
は

一

…
「
放
さ
な
い

・
捨
て
な
い

・
迷
惑
を

一

一
か
け
な
い

」

の
「
飼
い
犬
の

三
な
い

一

一
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す

。

こ
の

一

…一
一
一
な
い
運
動
を
守
っ
て
正
し
く
飼
い

…

一ま
し
ょ
う

。

一

…O
犬
は
放
さ
な
い

…

一
・

岐
傷
事
故
の
も
と
に
な
る
犬
の

一

一

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

。

一

…
・
犬
の
散
歩
は
く
さ
り
で
つ
な
い

…

一

で
し
ま
し
ょ
う

。

…O
犬
は
捨
て
な
い

一

一
・

姶
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で
す

。

一

一

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

。

一

…
不
用
犬
は

、

毎
週
月
曜
日
に
午

…

一
前
十
時
ま
て
買

い
上
げ
て
い
ま
す

。
一

一
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
ま
で
連
れ
て

一

一
来
て
下
さ
い

。
一

一O
犬
に
よ
り

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

一

…
・
「
し
つ
け
・
運
動
・
手
入
れ
」

一

一

は
飼
い

主
の
責
任
で
す
。

一

…
・
散
歩
の
際
に
「
フ
ン
」
を
し
た

…

一

時
は
責
任
を
持
っ

て
始
末
し
ま

一

一

し

よ
う

。

一

…
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は

、

…

一
登
録
(
犬
の
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防

一

…
注
射
を
毎
年
一
回
必
ず
受
け
ま
し

一

一
ょ
う

。
一

一
・
萱
録
は

、

役
場
福
祉
課
で
受
け

一

一

付
け
て
い
ま
す
。

一

一

登
録
料
|
|
ニ

、

一
O
O

円

一

…
・
予
防
注
射
は

、

動
物
病
院
で
受

…

一

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一



すιけあぶl a ・

固
回
国
国

固

母
親
学
級

妊
娠

・

出
産
・

育
児
は
女
性
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
誰

も
が
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育

て
た
い
と
、

心
か
ら
願
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
母
親

と
な
る
喜
ぴ
だ
け
で
は
な
く
、
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。

そ
こ
で
、
妊
娠

・

出
産
・

育
児

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

妊
娠
中
を
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
母
親
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

座
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
楽
し

い
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
利

用
し
て
下
さ
い
。
一
人
で
あ
れ
こ

れ
思
う
よ
り
も
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象

妊
婦

場
所

町
民
会
館

料
金

無
料

申
し
込
み
方

法

電
話
に
て
、
保

健
婦
ま
で
事
前
に
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

(宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
一
二
一
一
・

一
一
一
一
一
一

)

※
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、

折
り
返
し
詳
し
い
案
内
状
を
送

付
し
ま
す

。

内 ー谷 t日 当回数 日 時

(講義)
産婦人科11月 22 日 (月) 妊婦の生理、お産の経過、
医師1 午後2時~

妊娠中におこりやすい病気
保健婦3時30分

座談会(お産の実際)

(講義 ・ 実技)
11月 29 日 (月) 妊娠中の日常生活のあり方

{呆1m娠;2 午後2時~
呼11及法

3時30分
妊婦体操

(講義 ・ 実技)
12月 7 日 (刈 休i谷

保健婦3 午後2時一
お i産の準備用品

3時30分
母と子の関わり方

12月 1 5 日(村 (講義 ・調理実習 )
栄養士

4 午前10 1時一 妊産婦の栄養
{呆f建焔i

1 2時30分 試食及び反省会

日時及びその内容

健康なf本を維持するためには、バランスのとれた食

生活を心がけることが大切です。

fl 日 30品目を目標に」 というテーマで‘健康つ・くり料

理講習会を下記のとお り開催します。

皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい0

・対 象 住民

・料金 無料

・持参品 健康手帳

(タツノf一 、 エプロ ンがあれば{史利です)

希望者に血圧測定を行います。

健康づくりスクール(後半)

健康づくりスクールを下記の通り開催しています。

皆さん、お誘いあわせの上おこし下さい。

・対象 町内在住の方

・料金 無料

・場所 111 ]"民会館

・申し込み方法

福祉課 ・保健婦まで申し込んで、下さい。

健康づくり料理講習会
rl 日 30品目を目4票に」

fi64-2001 

回 月 日 1時間 内容 ・講師

講義と実技「あわてないでY 応急手当て」

第2回
10月 29 日 午後2 11寺~ (こ ろんだ附、倒れた 11寺)

幽 411寺 日本赤十字社愛媛県支部

赤十字救急i，Hf<生指導員

講義「くわしく 1:1.1 りたい肝炎」

第3回
11月 4 日 午後211寺~ (BfI )FF炎 ・ CfI)汗炎)

(柑 311寺 30分 愛媛大学ド付属病院 第3内科

部nili 息地森一

第4回
11 月 19 日 午後211寺~ 講義 r30歳か らのポケ予防」

働 31昨30分 愛媛大学 助教授収口 i享

-その他

月日 受付l時間 附H~II寺i羽 場所 内 容

-栄養士の話
「バランスのとれた食事に

11月 l 日 (月)
9: 30- 10 : 00-

回復公民館
ついて J

10 : 00 12 : 30 - 保健婦の話
「日常の世llJ，)t管理について J

-調理実習、試食

児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
は
、

一
人
目
の

子
ど

も
(
平
成
三
年
一
月
二
日
生
以
降
)

か
ら
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
役
場

福
祉
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
認
定
請
求
さ
れ
た
方
は
、

所
得
限
度
額
を
超
、
え
な
い
限
り
、

請
求
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
の
年

齢
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す

。

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
事
は
、
福
祉
課
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

公
六
四
l

二
O
O

一
内
線
二
五
四

児童の年備についての経過措置

第 l 子 平成3年1月 2 日以後に生まれた児童
3歳の誕生日の属
する月分まで支給

平成元年1月 1 EI 4哉の誕生 日の属

一平成元年12月 31 日生まれの児童 する月分まで支給

第 2 子 平成2年1月 1 日 平成 5 1HZ丹分ま
以降 一平成2年 12 月 31 日生まれの児童 で支給

平成3年1月1E1 以後に生まれた児童
3歳の誕生日の属
する月分まで支給

生五1 月 日にご注意下さし、。



胃
か
ん
・
大
腸
か
ん
検
診

胃
が
ん

・

大
腸
が
ん
検
診
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す

。
今
年
度

ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
受
け
て
下
さ
い

。

対
象

刊
才
以
上
で
町
内
在
住
の

方
(
今
年
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
を
受
け
た
人
は
除

く

。

)

日
時
十
一
月
十
六
日

附
・
十
七

日

附
・
+
八
日
同

午
前
八
時
四

O
分
j

十
時

場
所

町
民
会
館

料
金

胃
が
ん
検
診
五

O
O

円

(
町
負
担
三
三

O
O

円
)

大
腸
が
ん
検
診

五
O
O

円

(
町
負
担
一

0
0
0

円
)

・

胃
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
い

i
、

『

/①
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
人

②
胃
の
手
術
を
受
け
た
人

③
妊
娠
中
の
人

女
①
②
の
人
は
、
か
か
り
つ
け

の
病
院
で
定
期
検
診
を
受
け
て

下
さ
い

。

-

大
腸
が
ん
検
診
の
検
査
セ
ッ
ト

は
再
送
付
し
ま
せ
ん

。

ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、
お
手
持

ち
の
検
査
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て

下
き
い

。

. 9 ・写宮ι4すめふ:

申
し
込
み
方
法

保
健
婦
ま
で
直
線
申
し
込
ん
で

下
さ
い

。

E
六
回
ー

二
O
O

一

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
検

診
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
健
康
調

査
票
等
を
送
付
し
ま
す
。

検
診
結
果

約
一
ヶ
月
後
、
受
診
者

全
員
に

通
知
し
ま
す

。

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

町
内
在
住
の
老
人
及
び

そ
の
家
族

日
時
十
一
月
一
日

刊

十
二
月
六
日
明

受
付
時
間

午
後
二
時
1

四
時

場
所

役
場
保
健
婦
室

相
当
者

医
師
、
保
健
婦

料
金

無
料

内
容

個
別
で
相
談
に
応
じ
必

要
な
指
導
及
び
助
言
を

行
い
ま
す
。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

事

前
に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

E
六
四
|

二
O
O

一

リ
ハ
ビ
リ
教
室

町
で
は
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す

。

対
象

町
内
在
住
の
方

時
間

午
後
一
時
三
O
分
1

三
時
三
O
分

場
所

町
民
会
館

担
当
者

医
師
、
理
学
療
法
士

、

保
健
婦

料
金

無
料

申
し
込
み
方
法

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

福
祉
課
ま
た
は
保
健
婦
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

⑧
⑧
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

宇
品
1レ
h
~。

h
A
崎

和
田

相
原

太
田

⑧ 

⑩ 

紀
美
さ
ん

光
子
さ
ん

圭
一
さ
ん

博
之
さ
ん

(
志津
川
)

(
西
岡
)

(
北
野
田
)

(
見
奈
良
)

粗大ごみの圃収
10月 28 日 (木)午前10時まで

(回収日以外の日には出さないで下さい。)

回収する組大ごみ テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自

転車、ミシン、ベッド、机、イス、家具、ふとん、

じゅう ・たん等。(その他のものについては事前に福

祉課へお問い合わせ下きい。)

次の回収日は 12月 28 日 伏)です。

回収時間

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
誌

で
す
か
ら
微
生
物
が
活
発
に
活
動

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と

が
大
切
で
す

。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
、
検
査
に
分
か
れ
ま

す
が
、
浄
化
機
法
に
よ
り
定
期
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

-
保
守
点
検
は
保
守
点
検
業
者

に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
作
業

は
機
会
の
点
検
・

調
整
・

補
修
や

消
毒
薬
の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

2

槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
な
ど

を
抜
き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。

町
長
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽

清
掃
業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

3

浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
6

i

8

か
月
の
聞
に
一
度
、
そ
の
後

は
一
年
に
一
回
県
知
事
の
指
定

す
る
検
査
機
関
の
水
質
に
関
す

る
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

維
持
管
理
は
、
消
化
槽
の
設
置

を
決
め
た
と
き
か
ら
専
門
業
者
と

委
託
契
約
を
交
わ
し
て
お
く
と
、

定
期
的
に
行

っ

て
も
ら
え
、
面
倒

が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
う
っ
か
り
忘

れ
た
た
め
の
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

維
持
管
理
や
専
門
業
者
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は

愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

合
二
五
l

二
六
六
一



一受
診

一
番
苧
襲
毒
事
責

二
十
九
回
目
を
迎
え
た

重
信
町

男
子
優
勝
・

下
林

成
人
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
大
会
が
、
九

月
五
日
重
信
中
学
校
体
育
館
ほ
か

で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

男
子
二
十
一
分
館
、
女
子

二
十

分
館
が
参
加
し
、
実
力
伯
仲
の
熱

戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

男
子優

勝
準
優
勝

第
三
住

女
子優

勝
準
優
勝

第
三
位

7uすめぶ・ 10 ・

第4田県民健康(石鎚道後)

マラソン大会参加者募集

男
子
下
林
・
女
子
見
奈
良
が
優
勝

見横下
奈河林
良原

牛 横見
測河奈
原良

-日時 11月 28 日 (日) 1011寺30分一

・場所(スタート地点)

愛媛県総合運動公園

3km コース

小学生の部(男子 ・ 女子)

中学生の部(男子・女子)

ファミリ ーの部

5 km コース

中学生の部 (男子)

一般の部(高校生以上)

10km コ ー ス

一般男子(高校生以上)

一般女子(高校生以上)

・参加申し込み

町民会館に申込書がありますので、希望

者は取りにきて下さい。 また 当 日の Ef.1 し

込み可。

愛媛スポーツ ・ レクリェーション祭実行

委員会

-種別

-主催

女
子
優
勝
・

見
奈
良

; 重信町教育相談室 ; 

; ・ 日 時宇迫ヂ曜日 |月|日 | 相談員 I ! 
l 13 :00-比 00 0201 武智道子 I ! 
ifZZ R竜門!階 |ω1 271 林 ト シ子 1 1 

j ' 屯 E接二ぷι 111 ~01 池川敏朗 1 ! 
4 かまいません。 1UI 17 1 水間腕 I 1 

第
4
回
人
権
講
座

日

時

十
一
月
五
日
幽

十
九
時
三
十
分
l

町
民
会
舘
大
ホ
l

ル

「
田
力
の
土
俵
、

女
の
土
俵
」

|
「
き
よ
め

」
と

「
け

が
れ
」
を
め
ぐ
る
差
別

意
識
|

愛
媛
県
同
和
教
育
課
長

同

省
吾

先
生

演場

題所

講

師

* 警も

卓
球
教
室

主
催重

信
町
卓
球
協
会

日
時十

一
月
毎
週
土
曜
日
(
四
回
)

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時

場
所重

信
町
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

先
着
十
五
名

持
参
口
問

ラ
ケ

ッ
ト

・

シ
ュ
ー

ズ

申
し

込
み
先

重
信
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

合
六
四
|

一
五
0
0

民入会日 れにがし 平成
- ・ ・ ・ ・ ・・・俗場 まあ一、県

北北 天天 五五 虎 fjlf. 伊伊 郷今おお 愛媛 芸 料 場 時 すふ堂伝内

方方神神つつ神楽 神 子子土印藤霊 能 ・ れに承各 露室f祭u 五j師術 花花 鹿鹿 楽 万万 民正踊 E自 信の の 発無重十十 る集さ地子子 踊踊 踊踊香(舞舞 才才 三"岳月りり町太 競 行料信三一 競いれに まIx 
舞舞 りり りり ) 11 保 保 民大保存 育鼓 演 ~ ~ PIT 時月 演、て様 民
存保 存{呆 存i呆府旧存 話黒 年 入民 1 二 が楽い々

会 会 存i呆舞会団 場会十十繰しるな 俗昔~ 
川(ム王 二合会 全仏会 ，白鳥 (北 (今 丹~ ~重 整館六一 り く民形
内 間 野 粂 治会原信 型!侍日広俗で 能祭
問T 町 田I 町 市 市 PIT JIlT 券 (日)げ活芸定

を ら気能着



てノ、

ど

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

町
で
は
国
際
交
流
の

一
環
と
し

て
、
中

学
生
の
海
外
派
遣
一
事
業
を

し
て
い
ま
す

。

今
回
、
こ
の
事
業

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ

た
池
本
さ
ん

。
重
信
中
に
通
う
明

る
く
活
発
な
女
の

子
で
す

。

七
月
二
十
八
日
か
ら

二
週
間
余

り
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
ホ
l
ム

ス
テ
イ
を
し
た
り
、
各
地
を
巡

っ

た
り
、
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま

し
た
。
「
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
機

会
に
め
ぐ
り
あ
え
て
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す

。

」
と
い
う
彼

女
。

夢
は
世
界
へ
と
広
が

っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

1 11 ・τt乙4すめぶ

第12固まつやま中学生海外派遣で

オーストラリアに派遣された

子さん
重信中2年)

恵本
(南野田

池

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
思
い
出

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
十
五
日

間
、
私
は
多
く
の
も
の
に
ふ
れ
、

多
く
の
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た

。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
達
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ

l

ン
は
ど
こ
を
見
て
も
自
然
に
あ

ふ
れ
で
い
て
、
き
れ
い
な
鳥
が
飛

ん
で
い
て
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な

い
、
本
当
に
美
し
い
町
で
し
た

。

日
本
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
、
感

じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
や
風

景
を
見
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に

…生
き
た
英
会
話
を
ス
タ
『
寄

門
店
山
一
一
ば

伴
内
同
日二

「画
・
圏
回
目
冒a
圃
圃
唱
h

カ
ナ
ダ
か
ら
マ
ク
マ
リ
ー
さ
ん

住
ま
い
で
す
。

一

面
・
圏
岡
氏
謡
宮
、
重
信
中

学
校
の
新
し
い
英
語
指
「

重
信
町
は
緑
が
多
く
て
、
親…

圃
閣
圃
順
臨
出a
'臨
開
y
F

導
助
手
と
し
て
、
ダ

ニ
エ
ル
・
マ
し

み
や
す
い
人
ば
か
り
。
道
を

一

圃
園
間凶
櫨
・
開
聞
け
ク
マ
リ
ー
さ
ん
が
、
九
月
一
日
か
歩
い
て
い
て
も
『
お
は
よ
う

』

一

嗣
瞳
園
町
)
\

ら
着
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
化

と
あ
い
さ
っ
し
て
く
れ
て
、
と

…

田
園
周
幽
.
，一
!

\

時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

語
学
力
て
も
好
意
的
で
す

。

」
と
の
第

一

一

一
咽
鋼
園
田
協
陵
(
英
会
話
)の
向
上
を
図
る
こ
と
を
印
象
を

諮
っ
て
下
さ
い
ま
し

…

r

圃
・
・
・
士
通
四
目
的
と
し
て
、
本
年
度
初
め
て
町
た

。

さ

ら

に
「
重
信
中

学
校
は
、

一

二
闘
圃

吋

一一

.
独
自
で
招
い
た
方
で
す

。

私
の
通
っ
て
い
た
中

学
校
と
同

…

・
・
圃
圃
園
田'
M
H
E
E
髄
咽

マ
ク
マ
リ
ー

さ
ん
は
、
カ
ナ
ダ

・

じ
く

ら

い
の
規
模
で
、
な
じ
み

f

…
掴
判
制
可
内
週一
オ
タ
ワ
市
出
身
で

一九
八
三
年

や
す
く
親
し
み
ゃ
す
い
で
す。

…

一

圃
圃'
E
-
-
R
f!
日
~

に
オ
タ
ワ
大

学
を

卒
業
。

カ
ナ
ダ

生
徒
た
ち
は
、
礼
儀
正
し
い
で

一

…
園
田
園
圃園
田勉
問
ん

政
府
で
翻
訳
業
務
な
ど
を
さ
れ
て
す
ね

。

授
業
も
大
変
熱
心
で
す

…

E

園
田
園
田
園
開

語

い
ま
し
た
が
、
九

一
年
に
来
日

。

ょ
。

」
と
も

。

一

来
た
ん
だ
な
あ
と

実
感
し
ま
し
た

。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
、
毎

日
い
ろ
ん
な
所
を
訪
問
し
、
英
語

の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
、
日
本

に
い
て
分
か
ら
な
か

っ
た
こ
と

が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
日
本

や
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
良
さ
が

分
か
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と

日

本
の
違
う
点
を
見
つ
け
る

こ

と
が

で
き
ま
し
た

。

「
人
間
み
な
兄
弟

」

と
い
う
言
葉
は
、
本
当
に
そ
の
通

り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
ロ
l

ン
パ
イ
ン
コ

ア
ラ
保
護
区
と
い
う
所
に
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み

の
よ
う
に
か
わ
い
い

コ
ア
ラ

や
、

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
は
ね
ま
わ
る
カ
ン

ガ
ル
ー
な
ど
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

主
」
土
品!
レ
h
~。

ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
家
の
人

は
、
私
の

二
つ
目
の
家
族
と

言
え

ま
す
。
英
語
ば
か
り
で
不
安
だ
っ

た
け
れ
ど
、
優
し
く
し
て
く
れ
た

こ
と
で
、
私
に
最
高
の
夏
休
み
を

く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
本
当
に
す
ば
ら

し
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
せ

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
、
良
い
思
い
出

と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
も
う
一
度
、
オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホストファミリーのベルさん一家と
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学
校
だ
よ
り
⑧

看
護
へ
の
み
ち

「

神
山
に
か
す
み
た
な
び
き

草
も
ゆ
る
見
奈
良
む
ら
は
ら

・
・
・
」

と
校
歌
に
植
わ
れ
て
い
る
石
鎚
山

を
東
に
望
み
、
近
く
に
は
重
信
川

が
流
れ
る
自
然
環
境
の
め
ぐ
ま
れ

た
と
こ
ろ
に

、
国
立
療
養
所
愛
媛

病
院
附
属
看
護
学
校
が
あ
り
ま
す
。

医
学
部
南
口
か
ら
徒
歩
約
三
分
、

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
の
南
側
の

門
を
入
る
と
、
す
ぐ
右
手
に
校
舎

が
建
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
四
年
、
傷
夷
軍
人
愛
媛

療
養
所
附
属
看
護
婦
養
成
所
と
し

て
開
設
さ
れ
、
幾
多
の
変
遷
の
の

ち
、
昭
和
五
十
年
に
現
在
の
二
年

課
程
、
全
日
制
、
総
定
員
一

0
0

名
の
看
護
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
以
来
の
卒
業
生
は
合
計
二
ハ

八
五
名
と
な
り
、
看
護
婦
養
成
の

学
校
と
し
て
歴
史

と
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
ま
す
。

現
在
、
九
十
五
名
の
学
生
が
看

護
婦
を
め
ざ
し
て
真
剣
に
勉
学
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
准
看
護
婦

の
免
許
を
得
た
の
ち
、
さ
ら
に
看

護
を
深
め
た
い
と
い
う
向
学
心
と

目
的
意
識
を
も
っ
て
、
愛
媛
県
内

各
地
を
は
じ
め
、
県
外
か
ら
も
集
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
自
主
、
自
律

国
立
医
療
所
愛
媛
病
院
附
属
看
護
学
校

の
精
神
を
培
い
な
が
ら
、
人
間
性

豊
か
な
将
来
の
看
護
の
担
い
手
と

し
て
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

二
年
間
で
学
ぶ
内
容
と
し
て
、

文
学
・

心
理
学
・

社
会
学

・

教
育

学
・
英
語
な
ど
の
基
礎
科
目
は
三

一ニ
0
時
間
、
医
学
概
論
・
解
剖
生

理
学
・

生
化
学
・

病
理
学
・

精
神

保
健
な
ど
の
専
門
基
礎
科
目
は
三

六
0
時
間
、
専
門
科
目
の
看
護
学

は
臨
床
実
習
を
含
め

一
四
一
0
時

間
と
な

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
年
間
行
事

が
あ
り
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
・

ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
祭
・

生
物
学
教
育

キ
ャ
ン
プ

・

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・

文
化
祭
な
ど
は
学
生
生
活
の

楽
し
い
一
コ
マ
と
な
っ
て
い
ま
す

。

校
舎
は
教
室
や
図
書
室
の
ほ
か

に
看
護
実
習
室
が
あ
り
、
臨
床
で

応
用
で
き
る
看
護
技
術
を
身
に
つ

け
て
か
ら

実
習
に
臨
み

ま
す
。
ま

た
、
校
舎
南
側
に
は
三
階
建
の
学

生
寮
が
あ
り
、
集
団
生
活
を
と
う

し
て
か
け
が
え
の
な
い
仲
間

.
つ
く

り
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
し
、
国

家
試
験
に
合
格
す

る
と
看
護
婦
(
士
)
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
今
日
、
急

速
な
医

学
・

医
術
の
進
歩
に
伴
い
、

看
護
の
内
容
も
よ
り
高
度
、
複
雑

と
な
り
、
専
門
的
知
識
や
技
術
と

と
も
に
優
れ
た
観
察
力
や
、
判
断

力
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
医
療

の
ニ
l

ズ
が
増
大
し

、
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
変

化

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
看
護
教
育

を
め
ざ
し
て
学
校
、
臨
床
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
ざ
し
を
持
つ

一
人
で
も

多
く
の
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

。

(
教
育主
事
奥
平
公
恵

)

(
奥
平
さ
ん
は
、
六
月三
十
日
付
で
退
職

さ
れ
ま
し
た

。

掲
載
が
遅
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
わ
び
し
ま
す

。

)

所
在
地

重
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町
大
字
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の

一
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よ
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…
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*10月の星空あんない
一一観察場所重信町見奈良 重信天文台から 一一

観察時間 10月中旬の20時ころ

秋雨が終わって秋晴れになると空気が澄んで星空

がきれいに見えます。 秋には上空の風が強くて星が

よく瞬き、望遠鏡で月や惑星を見るとゆらゆら動い

ていることがあります。

10 月 には、みずがめ座、 みなみのうお座、ペガス

ス座、アン ドロ メダ座、などの星座を見ましょう 。

秋の星座には明るいI等星は1つしかありませんが、

ここ数年間は秋の星座の中に土星があります。 みな

みのうお座のフォーマルハウトと土星が明るさを競

っているようです。 !こl 径が5cmの望遠鏡を 50倍くらい

にすると土星の細く傾いた輪と衛星タイタンが見え

ます。 南の空に見える唯一の明るい星は、 「秋の一つ

星」 とも H乎ばれている、みなみのうお座のフォーマ

ルハウトです。みなみのうお座の北にみずがめ座が

あり、 天項付近にペガスス座とアンド ロ メダ座で出

来た大きい四辺形が見えます。 夕方の空に明るい月

が無ければ、アンド ロ メダ座の大星雲やペルセウス

座の二重星団が肉眼で見えます。

20 日ころから真夜中過ぎにオ リオ ン座流星群の流

星がたくさん流れるのが見えます。 これから 11月中

旬までは早朝に流星がよく流れるでしょう 。

o最低賃金改正
愛媛労働基準局では、県内で働くすべての労働者

に適用される 「愛媛県最低賃金」 を決定。 10月 1 日

から実施。

最低賃金 1 日 4 ， 283円以上

(l n寺問 536円以上)

o 労働保険適用促進月間
労働省では、 10月 1 日か ら 31 日までを 「労働保険

適用促進月間」と定め、労働保険(労災保険 ・ 雇用保

険)の未加入事業場の解消を全国的に展開。

加入していない事業主の方は、お早めに手続きを。

お問い合わせ

愛媛労働基準局 包25-2101

松山労働基準監督署 fi25 ー 5811
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教

胃

同

和

身
の
ま
わ
り
と

同
和
問
題

わ
た
し
た
ち
の
弱
さ
が

日
常
生
活
の
中
で
、
世
間
体
に

と
ら
わ
れ
る
反
面
、
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
は
、

「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」

と
い
う
よ
う
に
、

人
の
言
動
や
行

動
が
か
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
に
は
、

内
と
外
の

二
つ
の
顔
が
あ
っ

て
、

そ
の
と
こ
ろ
に
よ

っ

て
、
そ
の
顔

を
使
い
わ
け
る
の
は
、
ま
だ
独
り

立
ち
し
た
自
分
自
分
が
育
っ
て
い

な
い
こ
と
を
示

し

て
い
ま
す

。

自
分
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

も
っ
て
い
る
か
、
過
去
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
、
将
来
に

つ
い
て
の
見
込
み
ゃ
希
望
を
も
っ

て
い
る
か
な
ど
を
自
ら
意
識
し
て

い
ま
す

。

そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
自

ら
の
誇
り
や
自
信
を
も
ち
、
と
き

に
は
不
満
や
不
平
を
も

っ
て
く
ら

し
て
い
ま
す

。

と
こ
ろ
が
、
自
信

を
失
っ

た
よ
う
な
場
合
に
、
と
も

す
れ
ば

、

自
信
や
誇
り
を
支
え
る

自
分
が
弱
い
た
め
に

、

自
分
よ
り

も
権
威
や
権
力
の
あ
る
も
の
に
す

が
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
う
と
し
ま

す
。

そ
し
て
、
自
分
の
弱
さ
を
、

お
お
い
か
く
そ
う
と
し
て
、
誰
か

を
見
下
し

、
軽
蔑
し
た
り
し
ま
す
。

ま

た
、
そ
う
す
る
こ
と
に

よ

っ
て

、

か
ろ
う
じ
て
自
信
や
誇
り
を
も
ち
、

自
己
満
足
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ

う

し

た
こ
と
が
、

他
人
の
欠
点
や

弱
点
が
目
に
つ
く
と
、
フ

ッ

と
な

か
ば
無
意
識
的
に
差
別
的
な
言
葉

や
行
動
を
と
ら
せ
た

例
が
少
な
く

あ
り
ま

せ
ん
。

ま
し
て
や
、
人
の

生
ま
れ
た
と
こ
ろ
が

同
和
地
区
だ

と
い
う
こ
と
で
差

別
し
て
は
な
り

ま
せ
ん

。

自
分
の
弱
さ
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
の
見
方

・

考
え
方
が
同

和
問
題
を
残
し
て
い
る

一
つ
の
要

因
だ
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
も
の
の
見
方

・

考

え
方
は
、

人
そ
の
も
の
が
も

っ

て

い
る

「
人
と
し
て
の
尊
さ
」
と
い

う
値
う
ち
と
そ
の
人
の
能
力
や
業

績
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
評
価
と
を

混
同
す
る
あ
や
ま
ち
を
侵
し
ま
す

。

「
人
は
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
」
こ

と
に
徹
す
る
こ
と

が
同
和
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
は

わ
た
し
た
ち
の
社
会
に
は
今
な

お
同
和
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
近
代
社
会
に
な

っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
近
代
の

古
い
社
会
が
同
居
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

そ
の
こ
と
は
、
そ
う
し
た

古
い
し
き
た
り
や
迷
信
が
重
く
み

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
一
人

ひ
と
り
の

人
聞
が
、
寸
イ

エ
」
や
「

ム

ラ
」

あ
る
い
は
地
域
集
団
の
な
か

に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。わ

た
し
た
ち
が
求
め
る
社
会
は
、

一
人
ひ
と
り
が
し

っ
か
り
と
し
た

考
え
方
を
も
っ
と
と
も
に

、

お
互

い
に
手
を
と
り
あ
っ
て

幸
せ
に
暮

ら
せ
る
豊
か
な

地
域
社
会
に
あ
り

ま
す

。

た
だ
単
に
権
利
だ
け
を
主

張
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
尊
重
し
て
こ
そ
、

地
域

全
体
の
豊
か
な
地
域
づ
く
り
で
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う

。

こ
の
豊
か
な

地
域
社
会
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
大
き
な
課
題
の
一

つ
に

「
同
和
問
題
の
解
決
L

が
位

置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

「
同
和
問
題
の
解
決
」
な
く
し

て
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
、
真
の

「
人
間
尊
重
」
の
近
代
社
会
が
あ

り
え
な
い
二
と
を
心
す
べ
き
で
し

レ
晶
、
「
J
。

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
間
違
っ
た

古
い
し
き
た
り
に
と
ら
わ
れ
る
「

世

間
体
」

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

真
に
近
代
化
さ
れ
た
豊
か
な
社
会

づ
く
り
に
向
か
っ
て
自
己
を
確
立

す
べ
き
で
あ
り
、
「

同
和
問
題
の
解

決
」

を
目
ざ

し

て
努
力
し

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

中央料理教室
「第2期受講生」募集

町内女性 30名

平成5年11月~平成6年1 月

町民会館(栄養指導室)

2 ， 500円 (500円 X5回分)

荘}山シェフ/レーjレ

高橋博子先生

-対象

・期間

・場所

・材料費

・講師

月 日 日程 内 n合._. 

1 11/4 木

2 11/18 木

3 12/2 木
手軽に作れる家庭料理

4 1/13 木
(和風 ・ 洋風 ・ 中華)

5 1/27 木

印鑑登録をするためには、次のようなものが必要です。

・本人が申請される場合

登録しようとする印鑑
(欠けた印、ゴム印、フ。ラスチック裂のはり合わせの印以外のもの。 )

運転免許証、 パスポート 等官公署の発行した身分証明書で本

人の写真を j拍手i したもの。

身分証明書をお持ちでない方は本間Tで既に印鑑の登録を受

けている方により申請者が本人に相違ないことを保証された

書面。

身分証明書も 保証人ち得られない方は郵送により照会を行

いますので当 日 登録はできません。

・代理人が申請される場合

受録 し ようとする印鑑 と代理人の認印

何らかの理l主l で本人が申請で・きない場合代理人が申請する

ことができますが、本人の登録する窓忠を確認するために郵

送で照会を行いますので当 日 登録はできません。

印鑑登録は個人の財産を守る大切なものですから本人の意

思確認をした上で登録証の発行を行っております。

なお、登録証があれば、代理の方でも証明書:は発行できま

す。 ただし、その際に登録者の氏名、生年月日、住所(番地ま

で)が分からなければ発行できません。 詳しくは役場・町民課

までお問い合わせ下さい。

印鑑登録をされる方ヘ



「
独
居
・
寝
た
き
り
老
人
」

慰
問
訪
問

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
「

独
居

・

寝
た
き
り
老
人
」
慰
問
訪
問
が
、

九
月
十
四
日
に
行
わ
れ

ま
し

た
。

本
年
は
、

該
当
者
が
昨
年
に
比

べ
て
約
四
十
人
多
く
、
独
居
老
人
が

一
四
七
人
、
寝
た
き
り
老
人
が
四
十

人
の
合
わ
せ
て
一
八
七
人
で
し

た
。

当
日
は
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
加
盟
の
「

母
子
寡
婦
・
婦
人
会
・

農
協
婦
人
部
・

と
も
し
ぴ

・

日
赤

奉
仕
」
の
各
団
体
が
手
分
け
し
て

訪
問
、
お
土
産
と
し
て
、
ク
ッ
キ

ー
-
小

学
一
年
生
の
可
愛
い
絵

・

長
寿
を
祝
う

重
信
町
で
は
、
敬
老
の
日
に
あ

わ
せ
、
町
内
の
最
高
齢
者
及
び
数

え
年
九
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に

記
念
品
を
贈
呈
し
て
長
寿
を
讃
え

ま
し
た
。

最
高
齢
者
及
び
九
五
歳
以
上
の

方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

怯
漕

。
句

i

八卓也
L

ムNHm 

量
鳳

車
告

齢
即

吉
岡

且
取
町吾

皐

消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
正
確
さ
、

速
さ
を
競
う
第
十
九
回
愛
媛
県
消

防
操
法
地
区
大
全
が
、

九
月
五
日

松
山
市
で
行
わ
れ
重
信
町
消
防
団

戸

第
三
分
団
第
二
部
(
下
林
)
が
、

'
U

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
み
ご
と
準

中
学
一
年
生
の
心
温
ま

る
手
紙
を
優
勝
に
な
り
ま

し

た
。
ま
た
、
第

持
参
し
ま
し

た
。
三
分
団
第
三
部

(上
村
)
は
、

小

重
信
町
の
繁
栄
を
支
え
て
こ

ら
型
ポ
ン
プ
の
部
で
第
五
位
に
入
賞

れ
た
、
ご
老

人
の
ご
長
寿
を

心
か
し
ま

し

た
。

ら
お
祝
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
お
こ
の
大
会
は
、
松

山
市
、
北
条

幸
せ
で
、
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き

Z
R
)市
、
温
泉
郡
の
消
防
団
が
集
ま
り

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

一
日
二
平
三
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
ら一
一
l

一
わ
一

一
か一

1 15 ・3fιげめぶ

氏名 住所 生年月日

*fll 'T イ m a 明治26$f- 1 月 1 7 日 |

松岡コマヨ 見奈良 1/ 28年 7 月 2 日 l

土lï.i ~~ 1 111 窪 1/ 2811' 8 月 1 0B

岡村 ミ エ M 1/ 29年 l 月 27 日

大川久米ー 西岡 1/ 30$1' I 月 1 8 日

井上 下林 1/ 3011' 2 月 19B

~( 隆抜 ffl 窪 1/ 30年 4 月 24 日

'N~7千エ 極日 1/ 30$f-5 Fl IO 日

I.U内ト ミヨ 見奈良 1/ 30$1' 10月 23 日

iわト; ケイ 日l 窪 1/ 311f3月 22El 

大北エイ 牛湖 1/ 311p 4 月 14 日

武智 登志制| 1/ 3111' 6 月 25 日

永野好貞 上 H 1/ 311p8 F1 22 日

森キ7 ヨ 上 H 1/ 3 1$pll 月 8 日

l"lfll イ 7 ヨ 下 n 1/ 3Jil� 11 月 20 日

森サワヨ 上 H "31 1pll 月 24 日

八木磯子 'i'湖 1/ 31年 12 F1 26 日 .____ 上林森サワヨさん

下
林
、
準
優
勝f

消
防
操
法
地
区
大
会

巡
回
一
日
赤
十
字

九
月
八
日
、
日
赤
募
金
の
社
員

に
対
す
る
還
元
事
業
と
し
て
、
平

成
五
年
度
「

巡
回
一
日
赤
十
字
」

が
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

家
庭
看
護
法
・

救
急
法

・

水
上

安
全
法
の
講
習
や
映
画
、
さ
ら
に

松
山
赤
十
字
病
院
神
経
内
科
医
師
、

長
野
祐
久
先
生
に
よ
る

「

脳
卒
中

に
つ
い
て

」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し

た
。

今
後
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第三分団第二部(下林)のみなさん

(
、
つ
)

役場は

毎週土曜日

休みで主



写Rιけめぶ・ 16 ・

E司
圃

圃

層面

圃

出
生
(
お
め
で
と
う
グ
)

九
月
十
日
届
出
分

牛見 北 志志牛横下牛牛田牛 住
奈野 Wì掌 i可

測良田 川 川 波IJ 原林法IJ i'A11 窪測 所

森中間秋篠篠和] t'r !JlJ 山 高高 保
回田多山原原田村本口 須須

美 14 賀 護
'flIl I惨智博幹省秀 和
也 二 klh 勉文生 吾明孝真平正 者
奈 fE 美 J)J 真季美英正 出
i~， 紗裂 ffï 革ij ;変 ~I 
美斗賞 多人子 it 花 人 児|

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 生

27 25 22 21 15 15 13 11 10 9 3 2 年2 

見牛牛牛 北 住
メ"ミ、 野'
良法11 洲測悶 所

武高横波安
保

知須平部井
カ貝ロ 議
圭健霊 者

功吾昇二幸

奈美祐 出
萌萌 生

々空希 児

9 9 8 8 8 生
年月

2 1 31 30 28 日

行 王~

健康相談〈各地区〉

27附|健康相談〈各地区〉

|粗大ごみ回収日(指定の場所へ午前1011奇までに出して下さい。 )
10 1 I :'，;:~~ 一 ーー ー ー ー 1--------------1 

| ンフルエンザ予防接種① I • . . n n  • • • n n I 
28 村 1 n'_ ,_.." _ ，~~ . , ." . ~ .~~ 114: 00-14 : 30 1 北吉井小体育館

目 3才以上の住民 1 • • . v v  •• . vv 1 

心配ごと相談所 1 13 : 00-15 : 00 1 役場2際会議室

l 健康づくりスクー/レ②
月 1 29ωl 

| 「あわてないで f 応急手当」

30ω | 役場開庁日
31側|当番箆 西野内科クリニ ッ ク 重信町三1ユ洲 fi64-2200

料理I!講習会 1 10 : 00-12 ・ 301 問後公民館

3才児健康診査 1 _ _ __ , ,, 1 
1 13 : 00 -14 : 00 1 1町民会館

H2年7月一9月生まれの者 1 ' v  . v v  , .. v v  1 

I 伺) I ーー一一一ーー一一 ーー一一一一一一一一一一ーー 1" ，.' ~ ~: " =: '. '_:_: 1 
おとしより健康相談室要予約 1 14 ・ 00-16:001 役場保健婦 室

町県民税第3期 、 由民健康保険税第4期納期限、

水道使用料金8、 9月分納期限

三種(二稜)混合予防接種 1 

2(;10 I 
H 3年 l 月 -6~生まれの者及びE才未満月末接種者

所上品IilJ 11寺名出 EI
26('lj 

1 4 : 00- 1 6 : 001 町民会館

14: 00-14: 301 111 ] 民 会館

祝日のためごみ収集休みます。 6 EI (却に出して下さい。

3 (村|文化の日

当番医 fi64-2411 ll"I信~IJ 横河原国立療養所愛媛病院

死
t
(お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
)

牛間検志上 l羽牛志西下 北 下志樋
原i可 ì~ W 野津

洲 EE 川林間 前l 川 岡林田林 川 口

波越刑l 宮 f間柄1 大紋田奥村 八三 小大 日 氏音11 智嘉回以 l王I 虎北 木谷 山 代野

房三道 光修次代貞篤代貞 忠次裕 名 |夫郎 lI~i 誠香三 郎 子 一幹之主主

年
74 69 77 43 75 63 98 89 35 86 74 86 46 36 

令

9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 事E
- ・・・ ・ ・ ・ ・

亡
の

3 3 2 29 29 26 26 26 25 25 24 23 18 10 日

14 : 00-15 : 30 1 町 民会館

19 : 30- 1 町 民会館

インフルエンザ予防接種② 1 13 : 50-14 : 00 1 上林小体育館

3才以上 114: 20-14: 30 1 伴志小体育館

役場開庁日

当主詳医 西本整形外科

健康づくりスクール③
4 附|

「くわしく知りたい肝炎」

第4回重信町人権講座

5 (1包

日
一館

F
h
u
-

-
一A
z

da-ｭ

P
H
U
-

g
一
民

窪
一町

昨
日戸
『i
l

T
J
-
nU
 

川
仰

-
q
d

告
白
一
-


一72
己
-
ph
d

at-
-
1i
 

nu 

内
ぺυ

q
ペ
J
V

11 1 6 (上)
7(日)

8 ()'I) 

I軒吉井小体育館14 : 00- 1 4 ・ 309 ('lj 

印刷

! 訪ねてみたい観光百景 i 
j 写真募集.1F j 

! ・題 材 松山市 ・北条市 ・伊予市 ・大州市 ・伊予郡 ・ ! 
; 上浮穴郡喜多郡温泉郡の市町村の観光地、風物 ; 

; イベン卜、行事など

; .サイズ等 カラ ープリント 4切、ポジ ・ ネガ ; 

! ・ 賞 入賞百点 ! 
! (記念品贈呈)
; ・応募資格 制限なし ! 
; (プロ・ アマ問わない ) I 
; .締切 平成昨叩8 日 j 
: ・発表 3月下旬、入賞者に直接 ! 
! ※撮影は、平成5年3月以降のもの。作品の裏面に、 i 
j 撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、年齢、職業、 ! 
; 電話番号を明記。 フ ィルムとともに提出。 ; 

: ・主催 松山地区広域観光推進協議会 ; 

! 干 790 松山市二番町4丁目 7-2 t 
! 松山市役所観光課 i 
; 8484557 ; 

、_ ..._-_...... ..._-_ ..._--・----_ ..... ....・ .r_・-~-・+・ー・-~-~-.)

l才6 ヶ月児健康診査

H4年3月、 4月生まれの者

乳児健康診査

H5年1月・ 4月 ・ 7月生まれの者

芳男*些型一一一一一一 ー l 月三 00 ，一一一一一"一一一一一
健康づくりスク ル④

「30才からのポケ予防J

20出|役場開庁日

月 12l(日|当番医岸本医院 川内111]"北方 fi66-5670

22(J'J) I ~手塑空管包ー 一 ー一一 U，4， ~ 99三!乞利!り 里合ー坦
l 健康相談〈各地区〉

民会館

民会館

リハビリ教室

インフルエンザ予防接種②

3才以上

不燃物回収日

11附|行政心配ごと相談所 113 : 00 -15 : 00 1 役場 2際会議室
|文化祭前夜祭

12幽トーーーーー一一一一一 一一一一 一一一一ーーーーーー "l ，~"::，，:，，，:: ↓
|冬の天体観察 119 : 00-21 : 00 1 図書館 4 階

13ω| 役場開庁日 文化祭

14(日d万円豆空~T1能!qtq114完全 l 旦: 00三 l!'~ ，，~_会 M
l 当番医 山本内科 川内町北方 fi66-2066

13 : 30 -14 : 30 1 IIIT 

13:30-14 ・ 30 1111 ]

)-14:30 

-21 : 00 

m村

18附

民会館14 : 00 -15 : 30 1 IIIJ 
19働

祝日 のためごみ収集休みます。 26 日 程めに tl!. して下さし、。

23ω| 勤労感謝の日

当番医 西野医院 重信111]"横河原

24附|健康相談〈各地区〉

|不燃物回収日

25附| 心配ごと相談所 1 13 : 00 -15 : 00 1 役場 2際会議室

|健康相談〈各地区〉ー火11在日分一

n ",A' 1 インフルエンザ予防接程。
26幽
一一 3才以上

27比役場羽庁日

| 当i存医 辻井循環器科内科 重信町問 i<;ll fi64-0013 
28(日) r通面必伝九三ヲ工--""'1'13':' ÕÕ二一一一一竹下民主 "iii
29例) I 母親学級② 114 : 00 -15 : 30 1 町民会館
30ω| 国民健康保険税第51lil納期限

fi64-2152 

14 ・ 00-14: 30 1 町民会館


